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則

１�　

初
め
て
複
式
学
級
の
指
導
を
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
？

2　

複
式
学
級
指
導
の
特
徴
は
何
で
す
か
？

3�　

複
式
学
級
の
学
習
指
導
に
は
、
ど
の
よ
う
な
形
態
が
あ
り
ま
す
か
？

4�　

小
学
校
国
語
科
に
お
け
る
一
単
位
時
間
の
展
開
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

５�　
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を

つ
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

6�　
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
か
？

７�　
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
か
？

８�　

少
人
数
で
の
学
び
で
も
、
多
様
な
考
え
方
に
触
れ
、
深
い
学
び
を

実
現
す
る
た
め
の
教
材
・
教
具
の
工
夫
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

考
え
ら
れ
ま
す
か
？

９�　

少
人
数
で
の
学
び
で
も
、
語
彙
力
・
表
現
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

10�　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て
、
複
式
学

級
指
導
で
特
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

11�　

現
在
、「
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
実
現
」
が
強
調

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
複
式
学
級
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
か
？



Ｑ�

１　

初
め
て
複
式
学
級
の
指
導
を
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
？

【
解
説
】

　
「
令
和
元
年
度
学
校
基
本
調
査
」（
文
部
科
学
省　

令
和
元
年
五
月
一
日
現

在
）
に
よ
り
ま
す
と
、
小
学
校
全
学
級
数
に
対
し
て
複
式
学
級
数
の
割
合
が

約
二
％
以
上
を
占
め
て
い
る
県
は
一
四
県
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
複
式

学
級
を
有
し
な
い
都
道
府
県
は
、
皆
無
で
す
。
す
な
わ
ち
小
学
校
教
員
は
全

国
の
ど
こ
に
あ
っ
て
も
、
複
式
学
級
に
お
け
る
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
複
式
学
級
に
お
け
る
指
導
法
」
と
聞
き
ま
す
と
、
何
か
“
特
別
な
こ
と
”

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。
し
か
し
、「
複
式
で

指
導
す
る
」
と
い
う
の
は
、「
数
学
年
の
児
童
・
生
徒
を
一
学
級
に
編
制
す

る
こ
と
が
で
き
る
」（「
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定

数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
」
第
三
条
）
に
基
づ
く
行
政
措
置
で
あ
り
、
い
わ

ば
大
人
の
都
合
で
す
。
し
た
が
っ
て
、「
複
式
指
導
」
が
目
的
で
は
な
く
、「
言

葉
の
力
を
育
成
す
る
」
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
単
式
学

級
と
何
ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

ま
た
、「
二
学
年
分
の
教
材
研
究
が
大
変
だ
」
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
が
、

小
学
校
国
語
科
の
学
習
指
導
要
領
に
は
、
指
導
内
容
が
二
学
年
ま
と
ま
り
で

示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
系
統
性
が
把
握
し
や
す
く
、
効
果
的
な
教
材
研
究

が
可
能
で
す
。

　

二
年
間
を
見
通
し
た
、
言
葉
の
力
を
つ
け
る
国
語
科
授
業
を
展
開
す
る
。

こ
の
目
的
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
複
式
学
級
の
国
語
科
授
業
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。

Ｑ
２　

複
式
学
級
指
導
の
特
徴
は
何
で
す
か
？

【
解
説
】

　

複
式
学
級
の
特
徴
は
、
複
式
指
導
で
用
い
ら
れ
る
次
の
言
葉
が
象
徴
し
て

い
ま
す
。

　

児
童
ど
う
し
が
協
力
し
合
い
、
学
習
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
単
式
学
級

で
も
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
複
式
学
級
に
お
け
る
ガ
イ
ド
学
習
は
、
ほ
ぼ

教
師
の
手
を
離
れ
た
場
面
で
展
開
さ
れ
る
た
め
、
自
主
的
な
学
習
態
度
が
よ

り
求
め
ら
れ
ま
す
。
児
童
だ
け
で
学
習
内
容
を
深
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
何
を
目
標
と
す
る
の
か
、
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

直
接
指
導

教
師
が
児
童
に
直
接
指
導
す
る
こ
と
。

間
接
指
導

教
師
の
ね
ら
い
に
沿
っ
て
、
児
童
だ
け
で
学
習
を
進
め

る
こ
と
。

わ
た
り

直
接
指
導
を
す
る
た
め
に
、
一
方
の
学
年
か
ら
他
方
の

学
年
へ
移
動
す
る
教
師
の
動
き
を
、「
わ
た
り
」
と
い
う
。

ず
ら
し

四
五
分
の
中
で
直
接
指
導
と
間
接
指
導
が
停
滞
す
る
こ

と
な
く
展
開
で
き
る
よ
う
に
、
指
導
過
程
を
ず
ら
し
て

い
く
こ
と
を
「
ず
ら
し
」
と
い
う
。
例
え
ば
、
授
業
の

導
入
段
階
で
、
下
学
年
が
教
師
と
一
緒
に
学
習
の
め
あ

て
を
設
定
し
て
い
る
と
き
、
上
学
年
は
児
童
だ
け
で
漢

字
テ
ス
ト
や
答
え
合
わ
せ
を
す
る
な
ど
の
方
法
が
あ
る
。

ガ
イ
ド
学
習

児
童
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
ガ
イ
ド
（
学
習
の
案
内
役
）
が
、

教
師
の
指
導
の
も
と
、
教
師
に
代
わ
っ
て
前
に
出
て
進

行
す
る
学
習
形
態
の
こ
と
。
他
の
児
童
は
、
協
力
し
合

い
学
習
を
進
め
て
い
く
。



Ｑ
３　

複
式
学
級
の
学
習
指
導
に
は
、
ど
の
よ
う
な
形
態
が
あ
り
ま
す
か
？

【
解
説
】

　

学
習
形
態
に
は
、
大
別
す
る
と
、
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

①　

学
年
別
指
導
…
…
学
年
ご
と
に
学
習
指
導
を
行
う
形
態
。

　

②　

同
単
元
指
導
…
…�

二
つ
の
学
年
を
一
つ
の
学
級
と
し
て
学
習
指
導
を

行
う
形
態
。

　
「
学
年
別
指
導
」
は
、
二
つ
の
学
年
を
同
じ
時
間
に
国
語
科
と
他
教
科
を

組
み
合
わ
せ
た
り
、
国
語
科
の
違
う
単
元
を
組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
指
導
す

る
形
態
で
す
。

　

一
方
、「
同
単
元
指
導
」
は
、
二
つ
の
学
年
で
同
じ
内
容
等
を
設
定
し
指

導
す
る
形
態
で
す
。
こ
れ
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
細
か
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

ア�　

同
単
元
だ
が
、
上
・
下
学
年
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
設
定
し
て
、
指
導

す
る
。

　

イ�　

同
じ
内
容
・
同
じ
学
習
目
標
を
設
定
す
る
。
た
だ
し
、
二
つ
の
学
年

の
内
容
を
Ａ
年
度
、
Ｂ
年
度
の
二
年
間
に
分
け
て
指
導
す
る
。

　

ウ　

前
述
し
た
ア
・
イ
の
両
方
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
指
導
す
る
。

　

エ�　

二
つ
の
学
年
の
内
容
を
一
年
間
で
指
導
で
き
る
よ
う
に
、
精
選
し
て

年
間
指
導
計
画
を
設
定
。
こ
れ
を
二
年
間
繰
り
返
し
て
指
導
す
る
。

　

小
学
校
国
語
科
に
お
い
て
は
、
学
年
別
の
教
科
書
や
単
元
別
テ
ス
ト
が
多

い
こ
と
か
ら
、
①
「
学
年
別
指
導
」
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
教
材
に

よ
っ
て
は
、
②
「
同
単
元
指
導
」
で
、
同
じ
教
材
だ
が
上
・
下
学
年
の
到
達

目
標
を
分
け
て
、
学
習
活
動
を
計
画
す
る
実
践
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ�

４　

小
学
校
国
語
科
に
お
け
る
一
単
位
時
間
の
展
開
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

【
解
説
】

　

ま
ず
、「
言
葉
の
力
を
育
成
す
る
」
授
業
で
あ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
く

だ
さ
い
。
各
学
年
の
「
知
識
・
技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
学
び
に
向

か
う
力
、
人
間
性
等
」
で
示
さ
れ
た
指
導
内
容
を
、
言
語
活
動
を
通
し
て
具

現
化
す
る
授
業
構
想
が
基
本
で
す
。

　

次
に
、
児
童
だ
け
で
授
業
を
進
め
さ
せ
る
「
間
接
指
導
」
に
お
い
て
も
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
、
次
の
工
夫
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

①　

学
習
内
容
の
精
選
・
話
題
の
焦
点
化

　

②�　

ガ
イ
ド
学
習
の
習
熟
化
（
進
行
用
話
型
の
作
成
・
活
用
、
学
習
手
順

の
明
示
・
共
有
、
学
習
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等
）

　

③�　

教
材
・
教
具
の
活
用
（
児
童
用
の
小
黒
板
の
準
備
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
配
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
他
の
学
校
と
の
学
び
合
い
等
）　

　
　

※
Ｑ
８
で
も
触
れ
て
い
ま
す
。　

　

最
後
に
、
効
果
的
な
「
わ
た
り
」
と
「
ず
ら
し
」
の
計
画
を
立
て
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ど
れ
ほ
ど
教
育
環
境
を
整
え
て
も
、
小
学
校
教
師
の
指
導
に

勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
場
面
で
関
わ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
見
守

る
の
か
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
の
指
導
案
①
は
一
単
位
時
間
の
雛
型
、
指
導
案
②
は
国
語
科

授
業
の
導
入
部
分
の
例
で
す
。
こ
の
実
践
で
は
、
一
年
生
が
学
習
の
め
あ
て

を
つ
か
み
、
学
習
の
進
め
方
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、「
直
接
指
導
」

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
二
年
生
で
は
漢
字
テ
ス
ト
の
実
施
や
答
え
合
わ

せ
を
、
学
習
リ
ー
ダ
ー
の
進
行
で
行
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
導
入
時
に
「
前
時
の
振
り
返
り
・
発
展
問
題
」
を
組
み
込

み
「
ず
ら
す
」
方
法
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。



●�

次
の
四
観
点
か
ら
、
一
つ
以
上

の
観
点
を
選
び
、
本
時
の
学
習

内
容
を
振
り
返
ろ
う
。

①
ノ
ー
ト
に
振
り
返
り
を
書
く
。

②�

時
間
が
あ
る
人
は
、
ノ
ー
ト
に

書
い
た
内
容
を
音
読
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
録
音
し
よ
う
。

分かったこと

できたこと

もっと
知りたいこと

友達の意見に
納得したこと

　※　振り返りの観点例（児童に示すために図式化した観点）

　※　指導案①　複式・国語科授業　雛型
学習過程 学習活動

（下学年）
留意点 時間 学習活動

（上学年）
留意点 学習過程

見通す １　めあてを立てる

２　手順を確かめる

・�タブレット端末で学習計
画表を確認し、本時の
ゴールをイメージする。

・�本時の学習の進め方や時
間設定について確認する。

直
接
指
導

間
接
指
導

１　前時で学習した
内容や、新出漢字に
いて確認する。

・�教師は、前回の授業内容
（知識・技能）や新出漢
字について、タブレット
端末を使用して、問題・
正答を送信する。

・�児童は、解答後に各自で
正答を確かめる。

振り返る
（前時）

考える
深める

３　一人で考える

４　全員で意見交流
する

・�ワークシート、ノート、
タブレットを選択・活用
し、自分の考えを形成す
る。

・�迷っている児童に対して
は、タブレット端末等を
利用して、個別の支援を
行う。

・�自他の考えをタブレット
端末上で共有し、交流す
る。

・�学習が早く終わった場合
は、ＡＩドリルやペー
パーテストに取り組む。

２　学習課題を設定
する

３　学習方法を確認
する

見通す

４　一人で考える

５　全員で意見交流
する

・�ワークシート、ノート、
タブレットを選択・活用
し、自分の考えを形成す
る。

・�迷っている児童に対して
は、タブレット端末等を
利用して、個別の支援を
行う。

・�自他の考えをタブレット
端末上で共有し、交流す
る。

・�学習が早く終わった場合
は、ＡＩドリルやペー
パーテストに取り組む。

考える
深める

まとめる ５　本時の内容や自
分の考えをまとめる

・�教師と一緒に、学習内容
（知識・技能）のまとめや、
自分の考え（思考・判
断・表現）をまとめる。

振り返る
（本時）

６　本時の学習につ
いて、観点に沿って
各自で振り返る

・�四つの観点の中から、�
一つ以上の観点を選択し
て、本時の振り返りを書
いたり、タブレット端末
に音声記録をしたりする。

６　本時の内容や自
分の考えをまとめる

７　本時の学習につ
いて、観点に沿って
各自で振り返る

・�教師と一緒に、学習内容
（知識・技能）のまとめや、
自分の考え（思考・判
断・表現）をまとめる。

・�四つの観点の中から、一
つ以上の観点を選択して、
本時の振り返りを書いた
り、タブレット端末に音
声記録をしたりする。

まとめる
振り返る
（本時）

７分

７分

21分

５分

５分



Ｑ�

５　
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ

け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

【
解
説
】

　

複
式
学
級
の
児
童
は
、
幼
い
と
き
か
ら
同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
過
ご
し
て

き
て
い
る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
話
す
こ
と
・
聞

く
こ
と
」
の
指
導
で
よ
く
言
わ
れ
る
「
人
間
関
係
づ
く
り
」
や
「
人
前
で
話

す
抵
抗
感
の
軽
減
」
等
に
つ
い
て
留
意
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、「
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
」
だ
か
ら
こ
そ
、
留
意
し
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
脈
絡
の
な
い
話
し
ぶ
り
や
時
間
制
限
の
超
過
等
を
許
容
し
て
し

ま
う
雰
囲
気
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
休
み
時
間
中
の
お
し
ゃ
べ
り

と
変
わ
ら
ぬ
「
話
す
・
聞
く
」
を
繰
り
返
し
て
も
、
公
的
な
場
面
や
大
人
数

の
前
で
の
ス
ピ
ー
チ
な
ど
、
他
者
性
の
高
い
集
団
に
お
い
て
も
適
応
で
き
る

言
語
能
力
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
間
接
指
導
時
の
音
声
言
語
は
、
す
ぐ

消
え
て
な
く
な
る
た
め
、
教
師
の
評
価
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
克
服
す
る
た
め
に
、
多
く
の
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
次
の
二
点
に
つ
い
て
、
工
夫
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

①　

話
す
・
聞
く
場
面
に
多
く
の
「
人
」
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

②�　

プ
ロ
セ
ス
を
「
記
録
」
で
き
る
環
境
設
定
や
学
習
活
動
を
工
夫
す
る

こ
と
。

　

①
の
「
人
」
と
は
、
学
校
内
の
教
職
員
や
保
護
者
参
観
等
の
「
大
人
の
参

加
」
も
含
み
ま
す
が
、
同
ク
ラ
ス
の
異
学
年
児
童
も
含
み
ま
す
。
Ｑ
３
で
紹

介
し
た
「
同
単
元
指
導
」
で
計
画
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
②
は
視
聴
覚
機
器
の
活
用
や
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
児
童
自
身
が
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
累
積
す
る
こ
と
な
ど
が
大
切
で
す
。

　※　指導案②　導入部分のみの紹介
１　本時の目標（※主目標のみ掲載）
　

２　本時の実際

【第１学年】
◎�　「エルフ」が年老いていく様子と「ぼく」の行
動に着目して読む。

【第２学年】
◎�　「みき」と「ナニヌネノン」の行動や、そのよう
な行動をとった理由を想像しながら読む。

主な学習活動【第１学年】 教師の位置と働きかけ 主な学習活動【第２学年】

１　学習のめあてをつかむ。
・学習のめあてを設定する。

２　学習の流れを確認する。

３　本時の場面を音読する。

●直接指導 分 ■間接指導

１�　漢字テストをして、学
習リーダーの進行で答え
合わせをする。

２　本時の場面を音読する。

３　学習のめあてをつかむ。
４　学習の流れを確認する。
　

●�ぼくの言動に注
目させて、めあ
てを立てる。

■�ワークシートの
説明。

■�傍線を引かせる。

■漢字テスト

■�場面の通読後、
該当箇所につい
て考えさせる。

●�めあてを立てる。

●�学習リーダーが
進めていけるよ
うに、学習の流
れを確認する。

どうして「ぼく」は、「エ
ル フ」に「大 す き」と
いったのかな。

どうして「みき」は、「ナ
ニヌネノン」にリボンを
あげたのかな。

４

４



Ｑ�

６　
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
か
？

【
解
説
】

　

元
来
、「
書
く
こ
と
」
は
個
人
の
活
動
で
す
。
し
か
し
、
学
習
指
導
上
に

お
い
て
は
、
児
童
一
人
一
人
の
書
く
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、「
題
材
の
設
定
」
～
「
共
有
」
の
指
導
過
程
に
お
い
て
、
他

者
と
対
話
す
る
場
面
の
設
定
が
重
要
で
す
。「
こ
の
題
材
で
書
け
る
か
な
」「
構

成
は
分
か
り
や
す
い
か
な
」
等
、「
書
く
こ
と
」
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

児
童
相
互
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
活
動
を
計
画
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
複
式
学
級
で
は
、
往
々
に
し
て
間
接
指
導
の
活
動
と
し
て
設
定

さ
れ
、
約
三
〇
分
近
く
児
童
任
せ
に
す
る
と
い
う
授
業
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
個
人
差
が
大
き
く
開
い
て
し
ま
い
、「
書
く
こ
と
」
が
嫌
い
に
な
っ

た
、
と
い
う
報
告
も
聞
き
ま
す
。

　

人
数
が
少
な
い
中
、
他
者
と
の
対
話
を
ど
の
よ
う
に
し
て
深
め
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
大
村
は
ま
氏
の
先
行
実
践
（『
大
村
は
ま
国
語

教
室
』
第
五
巻
、
一
九
八
三
年
）
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
、「
推
敲
」
の

手
引
き
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
で
書
い
た
文
章
を
ま
ず
自
分
で
読

み
直
し
、
手
引
き
に
沿
っ
て
記
号
を
付
け
て
友
達
に
渡
す
こ
と
で
、
称
賛
や

助
言
が
得
ら
れ
や
す
く
な
る
指
導
法
で
す
。
最
初
は
、
対
教
師
と
行
う
様
子

を
モ
デ
ル
と
し
て
紹
介
し
、
そ
の
後
、
間
接
指
導
で
も
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

下
段
に
は
、
児
童
ど
う
し
で
読
み
合
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合
う
際
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●�　自分の作文に線を引いて、友達と交かんしよう。そして、
良いところをほめたり、アドバイスをしたりしましょう。

わたしの作文「　　　　　　　　　　　　　　　　　」のとくちょう

観　　　　　点 内　　　　　容

１ 特に読んでほしい人は、 （　　　　　　　　　　　　　）です。

２ 特に伝えたいことは、 （　　　　　　　　　　　　）です。

３ わたしの作文には、次のような記号がつけてあります。

①　（何も書かない。） このへんは、すらすら書けました。

②　 このへんは、よく書けました。

③　× このへんは、よく書けていません。

④　？ このへんは、自分の気持ちがぴった
りしません。教えてください。
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７　
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
か
？

【
解
説
】

　
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
で
は
、「
構
造
と
内
容
の
把
握
」
や
「
精
査
・
解
釈
」

を
経
て
「
考
え
の
形
成
」
を
行
い
、
他
者
と
「
共
有
」
す
る
こ
と
で
自
分
の

考
え
を
深
め
広
げ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

直
接
指
導
の
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
文
意
の
「
把
握
」
や
「
解

釈
」
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
参
考
と
な
る
の
は
、
教
科
書

の
巻
頭
に
記
載
さ
れ
た
「
ど
う
や
っ
て
学
ん
で
い
く
の
か
な
」（
学
習
の
進

め
方
を
記
載
し
た
ペ
ー
ジ
）
で
す
。
令
和
六
年
度
版
教
科
書
で
は
、
さ
ら
に

分
か
り
や
す
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
科
書
巻
末
に
「『
た
い
せ
つ
』

の
ま
と
め
」
が
あ
り
、
既
習
事
項
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
等
作
成
の
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
内
容
と
関
係
づ
け
る
こ
と
で
、
効
果

的
な
学
習
が
展
開
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
「
読
む
こ
と
」
の
指
導
で
は
、「
対
話
的
な
学
び
」
の
実
現
も
大
切
で
す
。

し
か
し
複
式
学
級
で
は
、
ク
ラ
ス
の
人
数
が
少
な
い
た
め
に
「
対
話
的
な
学

び
」
の
実
現
が
難
し
く
、
多
様
な
考
え
が
生
ま
れ
に
く
い
と
い
う
声
を
聞
き

ま
す
。
た
だ
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
総
則
編
（
平
成
二
十
九
年
七
月
）

に
は
、「
対
話
的
な
学
び
」
と
は
「
教
職
員
や
地
域
の
人
と
の
対
話
、
先
哲

の
考
え
方
を
手
掛
か
り
に
考
え
る
こ
と
」
で
も
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
学
校
ぐ
る
み
の
サ
ポ
ー
ト
や
学
校
図
書
館
・
公
共
図
書
館
の
利

活
用
で
、「
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

お
薦
め
は
、
並
行
読
書
で
す
。
例
え
ば
、
光
村
図
書
六
年
単
元
「
作
品
の

世
界
を
想
像
し
な
が
ら
読
み
、
考
え
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う
」（
教
材　

宮

沢
賢
治
「
や
ま
な
し
」）
の
学
習
で
、
資
料
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
夢
」
と
併

せ
て
、
他
の
賢
治
作
品
を
重
ね
読
み
す
る
と
い
う
指
導
法
で
す
。
複
式
学
級

が
少
人
数
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、
学
校
図
書
館
司
書
と
連
携
を
図
る
こ
と

で
、
児
童
一
人
一
人
が
多
く
の
関
連
図
書
と
「
対
話
す
る
」
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

Ｑ�

８　

少
人
数
で
の
学
び
で
も
、
多
様
な
考
え
方
に
触
れ
、
深
い
学
び
を
実

現
す
る
た
め
の
教
材
・
教
具
の
工
夫
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
？

【
解
説
】

　

従
来
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
教
材
・
教
具
と
し
て
、
児
童
用
の
小
黒
板
や

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ト
の
準
備
、
国
語
辞
典
や
漢
字
表
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。　

ま
た
、
一
人
一
台
端
末
が
完
了
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
容
易
に
遠

隔
地
同
士
を
結
び
交
流
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
道
具

を
与
え
る
だ
け
で
は
、
交
流
活
動
は
あ
る
も
の
の
、「
深
い
学
び
」
か
ら
離

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
教
師
は
、
教
材
・
教
具
の
準
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
児
童

自
ら
が
教
材
・
教
具
を
使
っ
て
学
ぼ
う
と
す
る
動
機
づ
け
・
発
問
・
指
示
に

つ
い
て
配
慮
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
教
材
・
教
具
の
準
備
と
、
適
切

な
発
問
・
指
示
を
合
わ
せ
て
、「
教
材
・
教
具
の
工
夫
」
と
捉
え
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
光
村
六
年
の
「
視
点
や
作
品
の
構
成
に
着
目
し
て
読
み
、
印
象

に
残
っ
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う
」（「
帰
り
道
」
森 

絵
都
）
に
は
、
二
次
元
コ
ー

ド
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
間
接
指
導
時
に
「
作
品
に
対
す
る
作
者
の
思
い
を

聞
い
て
ま
と
め
る
」
と
い
う
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
児
童
は
繰
り
返
し

動
画
を
視
聴
し
、
教
材
の
世
界
観
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

定
番
教
材
の
「
ふ
き
の
と
う
」
の
二
次
元
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、

作
者
の
工
藤
直
子
さ
ん
が
読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
れ
ま
す
。
二
年
生
の
児
童

に
と
っ
て
は
、「
他
者
に
触
れ
る
」
貴
重
な
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。
児
童

に
は
、「
工
藤
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
の
後
に
続
け
て
、
声
に
出
し
て
読
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。」
と
投
げ
か
け
、
音
読
練
習
へ
と
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

教
科
書
に
は
、
作
者
・
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
、
言
語
活
動
の
参
考

と
な
る
動
画
、
教
材
に
関
す
る
写
真
・
資
料
等
、
多
く
の
二
次
元
コ
ー
ド
が

準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
習
計
画
に
配
置
し
、
適
切
な
発
問
・
指
示
に
よ
っ

て
、
多
様
な
考
え
方
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
「
工
夫
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。



Ｑ�

９　

少
人
数
で
の
学
び
で
も
、
語
彙
力
・
表
現
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

【
解
説
】

　

下
図
は
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
国
語
力
に
つ
い
て
」（
文
部

科
学
省
、
文
化
審
議
会
、
平
成
十
六
年
）
で
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は

三
歳
ま
で
の
乳
幼
児
期
か
ら
青
年
期
を
時
間
軸
と
し
て
、
国
語
教
育
に
お
け

る
重
点
の
置
き
方
を
図
に
表
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
脚
注
に
は
「
表
現
力

（
表
す
力
）
は
上
図
の
「
情
緒
力
・
想
像
力
」「
論
理
的
思
考
力
」「
語
彙
力
」

の
す
べ
て
に
関
連
す
る
の
で
、
図
か
ら
外
し
て
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
全
て
の
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
学
校
ぐ
る
み
で
語
彙
力
・

表
現
力
の
向
上
を
図
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

少
人
数
の
よ
さ
を
生
か
し
た
全
校
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
各
教
室
へ
の

国
語
辞
典
の
貸
し
出
し
、
上
学
年
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
、
音
読
・
朗
読
集
会

や
意
見
発
表
会
等
、
言
葉
の
「
入
力
」
と
「
出
力
」
を
全
校
参
加
の
形
で
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
全
校
で
取
り
組
む
「
日
直
作
文
」
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
今
日
一
日
の
出
来
事
を
題
材
と
し
て
、
日
直
が
黒
板
に
作
文
を
書
く

と
い
う
も
の
で
す
。
放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
て
、
原
稿
用
紙
形
式
の
小
黒

板
に
、
短
時
間
で
書
き
上
げ
ま
す
。
翌
朝
、
朝
の
会
の
時
間
に
紹
介
さ
れ
、

二
学
年
が
一
緒
に
な
っ
て
感
想
を
伝
え
ま
す
。
良
か
っ
た
と
こ
ろ
、
疑
問
に

思
っ
た
言
葉
、
ま
す
目
の
使
い
方
…
…
等
、
児
童
は
六
年
間
を
通
し
て
、
多

様
な
作
文
に
触
れ
、
語
彙
力
・
表
現
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
教
師
か
ら
テ
ー
マ
や
書
き
出
し
等
の
条
件
を

付
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
語
科
学
習
の
内
容
に
応
じ
て
、
詩
や

俳
句
と
い
っ
た
韻
文
を
指
定
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ

磨
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
「
日
直
作
文
」、
ご
一
考
く
だ
さ
い
。

発達段階に応じた「国語教育における重点の置き方」のイメージ図

※�　表現力（表す力）は上図の「情緒力・想像力」「論理的思考力」「語彙力」のすべて
に関連するので、図から外してある。

乳幼児期→� 青年期

情緒力・想像力（感じる力・想像する力）

論理的思考力（考える力）

（「国語の知識」のうちの）語彙力
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「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て
、
複
式
学
級

指
導
で
特
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

【
解
説
】

　

新
学
習
指
導
要
領
下
の
国
語
科
授
業
は
、
言
葉
に
よ
る
見
方
・
考
え
方
を

働
か
せ
て
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
通
し
て
、
資
質
・
能
力
を
育

む
授
業
を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
Ｑ
＆
Ａ
の
中
で

は
、
複
式
学
級
の
特
性
か
ら
「
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
重
点
を
置
い
て
解

説
し
て
き
ま
し
た
が
、
少
人
数
学
級
に
お
い
て
児
童
が
「
主
体
的
で
深
い
学

び
」
へ
と
向
か
う
こ
と
は
、
大
前
提
で
す
。
よ
く
「
複
式
学
級
で
は
主
体
性

が
育
ま
れ
る
」
と
聞
き
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
丁
寧
な
指
導
が
必
須
で
す
。

　

例
え
ば
、
見
通
し
を
も
っ
て
学
習
に
取
り
組
ま
せ
る
に
は
、
学
習
を
進
め

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
で
す
。
令
和
二
年
度
版
教
科
書
に
は
、
二
年
以
上
の

巻
頭
に
「
学
習
の
進
め
方
」
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
己
の
学
習
活
動
を
振
り
返
り
、
次
に
つ
な
げ
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
の
電
子
化
さ
れ
た
設
備
が
あ

れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
こ
と
と
し
て
、「
学
習
計
画
表
」

の
活
用
が
あ
り
ま
す
。
本
単
元
へ
の
時
間
配
分
、
学
習
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
、

評
価
の
方
法
等
、
学
習
全
体
の
計
画
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
取

り
組
む
姿
勢
が
変
容
し
て
い
き
ま
す
。
以
前
、
小
規
模
校
に
お
い
て
二
つ
の

学
年
の
児
童
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
計
画
表
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
、

毎
時
間
の
学
習
の
ま
と
め
を
児
童
自
ら
書
き
加
え
て
い
く
と
い
う
実
践
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
ら
の
手
で
、
学
習
を
管
理
し
進
行
し
て
い
る
こ
と

を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
喜
び
を
も
っ
て
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
が
印
象
的

で
し
た
。

　

他
に
も
、
複
数
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
準
備
し
児
童
自
ら
選
択
さ
せ
る
工
夫
、

表
現
モ
デ
ル
の
蓄
積
、
小
黒
板
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
準
備
な
ど
を
心
が
け

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ
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現
在
、「
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
実
現
」
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
複
式
学
級
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
か
。

【
解
説
】

　
「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
～
全
て
の
子
供
た
ち

の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
～

（
答
申
）」（
令
和
三
年
一
月
中
央
教
育
審
議
会
）
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
最
大
限

の
活
用
を
図
り
つ
つ
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
、「
協
働
的
な
学
び
」
の
一

体
的
な
充
実
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。「
答
申
」
を
読
み
進
め
ま

す
と
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
等
を
確
実
に
習
得
さ
せ
る
「
指
導

の
個
別
化
」
と
、
子
供
自
身
で
学
習
が
最
適
と
な
る
よ
う
調
整
す
る
「
学
習

の
個
性
化
」
が
、
子
供
同
士
・
多
様
な
他
者
と
協
働
す
る
「
協
働
的
な
学
び
」

と
一
体
化
す
る
こ
と
で
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

一
読
す
る
と
、
実
現
が
難
し
い
よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
Ｑ
２
及
び
Ｑ
４

で
解
説
し
た
内
容
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
等
を
習
得
さ
せ
る
「
直
接
指
導
」、
児
童
だ
け
で
学
習
を
調
整
し
ま
と

め
て
い
く
「
間
接
指
導
」、
そ
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
他
学
校
と
の
学
び

合
い
…
…
。
正
に
、「『
個
別
最
適
な
学
び
』
と
、『
協
働
的
な
学
び
』
の
一

体
的
な
充
実
」
と
い
う
理
念
が
、
複
式
授
業
に
お
い
て
具
現
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
複
式
学
級
で
は
で
き
な
い
、
で
は
な
く
、

複
式
授
業
指
導
法
こ
そ
が
、
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
例
え
ば
次
の

視
点
か
ら
、
複
式
授
業
の
良
さ
を
再
認
識
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

①　

学
習
課
題
・
計
画
と
ゴ
ー
ル
を
全
員
が
把
握
し
て
い
る
授
業

　

②　

①
に
基
づ
く
学
習
方
略
や
言
語
活
動
に
、
全
員
が
取
り
組
む
授
業

　

③　

子
供
自
身
で
時
間
管
理
や
学
習
環
境
の
選
択
を
行
え
る
授
業

　

④　

学
習
の
記
録
に
基
づ
く
自
他
評
価
が
で
き
る
授
業

　

⑤　

学
習
成
果
に
対
す
る
教
師
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で
き
る
授
業


